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(1) 生後 7-43日令の仔ネコの小脳を片側破壊し，その 1 --2 ヶ月後に中位核-赤核投射を可視化する乙
とによって，異所性中位核-赤核投射を誘発が可能なのは，小脳の片側破壊時期を生後 7 --17 日令にお
こなった場合に限られ，それ以降小脳を片側破壊しても同側性中位核ー赤核投射が観察されない。
(2) 生後 7 --43 日令の正常な仔ネコの中位核-赤核投射を可視化する乙とによって，生後 7 --16 日令の正
常な仔ネコには弱い同側性中位核ー赤核投射が存在するが，生後 3 週令以降には消失する乙とを示した。
(3) 同側の中位核を電気刺激する乙とによって，生後 3 週令未満の仔ネコの赤核細胞から単シナプス性の
EPSP が記録された。
(4) 同側性中位核-赤核投射線維が，正常な仔ネコにおいても，小脳を片側破壊した仔ネコにおいても，
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対側の赤核を経由して同側の赤核に投射することを示した。
以上の結果に基づき，本論文は生後発達期の脳における著しい神経団路の可塑性に，幼若動物にのみ見
られる過剰な(異所性)投射が寄与している乙とを示し，幼若動物と成熟動物の可塑性の差を生ずる機構
に関する重要な知見をつけ加えている。よって学位論文として価値のあるものとして認める。
-732-
